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1 はじめに 

近年, 言語や文化の違いを超えた異文化コラボ

レーションが求められている. こうした能力を育

む地球市民教育の実現が SDGs の一つとして規定

されている. このような異文化コラボレーション

では, 近年, 機械翻訳の品質向上により多言語コ

ミュニケーションの言語の壁は解消されつつあ

るが, 依然として文化差による誤解が生じている. 

例えば, 日本でよく食べられる“ゴボウ”を機械

翻訳で英訳すると“burdock”という結果が得ら

れる. 日本人の多くは“ゴボウ”から根菜を想起

するが, 海外では“burdock”からは赤い花をつ

ける植物を想起することが多い.これらは実は同

一の植物で“ゴボウ”は“burdock”の根の部分

である. 日本人は“ゴボウ”を食べる文化がある

が, 海外では“ゴボウ”を食べる文化がないため, 

想起するイメージに齟齬が生まれる. 

2 関連研究 

Pituxcoosuvarn らによる研究では, Web 上の画

像をもとに日英間で画像の特徴ベクトルの類似

性を算出し, 最終的に, 人の主観で文化差を判定

する手法を提案している[1]. 柳生らは写真共有

サイト上のタグ付き画像を利用して, 概念の代表

的な写真をタグの地域ごとに分類し, 同一概念の

対象物が地域ごとに文化差があるかを視覚化し

ている[2]. Cho らは絵文字に着目し, アメリカ人

と日本人に 120種類の絵文字の印象についてアン

ケート調査したところ, 文化の違いによって解釈

のされ方が異なることを明らかにしている[3]. 

神田らは, アジアと欧米 8カ国間でアバタの表情

の解釈内容を比較したところ, 肯定的な内容の解

釈に文化差が存在することを発見している[4]. 

これらの既存研究では, 文化差の存在を明らかに

するものやその検出手法が提案されているが, 最

終的には人手で文化差の有無を判断する必要が

あるため, 自動的な文化差検出手法が必要である.  

3 特徴ベクトル間の類似度算出 

文化差を自動的に検出するために同一概念に紐

づけられた日英の単語から画像検索を行い, 取得

された画像の類似性に基づいて文化差検出を行

う. 具体的には, WordNet と日本語 WordNet とい

う概念辞書を用いて, 概念辞書上で同一概念に紐

づけられた日英の単語群を取り出し, 各言語の単

語群で AND検索を行う. 日本語の単語群で取得し

た画像の上位 10 枚と英語の単語群で取得した画

像の上位 10枚から類似度を算出する.  

ここで Keras の VGG16 を用いて, 取得したそれ

ぞれ 10 枚の画像から特徴ベクトルを抽出し, 言

語ごとに 10 枚分の画像ベクトルを平均して各言

語の平均特徴ベクトルとする. その後, 平均特徴

ベクトル同士でベクトル間の類似度を Cos 類似度

によって算出し文化差を判定する. 

この時, 10枚の画像の中に対象概念と異なる全

く関係のない画像が含まれていた場合, 正確に文

化差検出ができない可能性がある. そのため, 異

常値検出を用いて, 取得画像からターゲット画像

とノイズ画像に分類し, ノイズ画像の影響が小さ

くなるように重み付けした加重平均によって各

言語の平均特徴ベクトルを生成する. 今回, 異常

値検出の手法として, K-means, DBSCAN, Isola-

tion Forest の 3つの手法を用いた.   

4 閾値を用いた文化差判定 

算出した類似度はあくまで連続値であるため,

文化差を判定の基準となる閾値を設定する. 閾値

を類似度が下回った場合, 日英の画像同士は類似

性が低いと判断して文化差ありと判定する. 上回

った場合, 類似性が高いとして文化差なしと判定

する. 自動的に文化差を検出するためにこの閾値

を適切に設定する必要がある. 

 まず, 閾値を最適化するために, 文化差判定の

正確さ(Accuracy)を指標とする. Accuracy とは

人手で文化差があると判定された概念のうち, 人

と同様の文化差判定をできた割合である.  

𝑨𝒄𝒄𝒖𝒓𝒂𝒄𝒚 = 	人と同じ文化差判定ができた数
文化差を判定した数

			(1) 
 今回は, 人手によって文化差がないと判定され

た概念 250 個と文化差があると判定された概念

250 個の合計 500 個の概念を用いて予備評価を行

い, 文化差判定に最適な閾値を求める.  

 まず, これら 500 個の概念を 100 個ずつのグル

ープに 5分割し, バリデーションデータとテスト

データが 4:1 になるように設定する. このうち, 

バリデーションデータに対して, 本手法を用いて

文化差判定を行う. 閾値を 0.0〜1.0 までの 0.05

ずつ変動させ, Accuracy が最も高かった閾値を

文化差検出に最適な閾値とする. 評価実験では, 

テストデータに対してこの最適な閾値を設定し

た本手法で文化差検出を行い, Accuracy で評価
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する. また, バリデーションデータとテストデー

タに分割する際に, データの偏りを防ぐために, 

5分割交差検証を用いて, 各データグループがそ

れぞれテストデータになる組み合わせを検証し, 

それらの結果の平均をもとに評価を行う.  

5 評価実験 

表 1 はバリデーションによって見つけた最適な

閾値を使い, テストデータを文化差判定した時の

Accuracyとその時の閾値である. また, 文化差デ

ータはテストデータのうち, 文化差ありデータの

みに対しての Accuracy と文化差なしデータのみ

に対しての Accuracy である. バリデーションの

結果, DBSCANでは最適な閾値が 0.5と 0.55の 2

つあったため, 両方での結果を載せている. 

手法は, K-means, DBSCAN, Isolation Forest

のそれぞれを用いて, 加重平均で平均特徴ベクト

ルを生成する 3つの手法とそれらを用いず, 単純

平均で平均特徴ベクトルを生成する手法を合わ

せた 4つの手法である. これら 4つの手法を比較

したとき, 63.0%で単純平均手法が最も Accuracy

が高かった. しかし, 文化差データに着目した場

合, どの手法も閾値 0.55の場合, 文化差ありデ

ータに対する Accuracyは 68.0%と同じであった.  

表 1:評価実験の結果 

手法 閾値 Accuracy(%) 

文化差データ Total 

あり なし 

単純平均 0.55 68.0 58.0 63.0 

K-means 0.55 68.0 54.0 61.0 

DBSCAN 0.5, 

0.55 

54.0 

68.0 

64.0 

50.0 

59.0 

Isolation 

Forest 

0.55 68.0 56.0 62.0 

 

6 考察 

単純平均では文化差検出に成功したが, 3 つの

加重平均手法では, 検出に失敗した例として, 

(日)”薬指”, (英)”ring finger, annualry”とい

う単語が属している概念がある. これは人手では

文化差なしとされているデータであるが, 単純平

均では, 類似度:0.582 なのに対して, 他の類似度

は(K-means)0.509, (DBSCAN)0.508, (Isolation 

Forest)0.544 で文化差判定に失敗している.取得

された画像では, 日英どちらも 10 枚とも人の手

の写真が取得されている. このような, ノイズが

入っていない画像群に各異常値検出手法で重み

付けを行ったことにより, 平均特徴ベクトルの類

似性が低くなったと考えられる. 今後は異常値検

出の結果, ノイズ画像が含まれていない場合は加

重平均ではなく単純平均で平均特徴ベクトルを

生成するといった改善が必要である.  

7 おわりに 

 多言語コミュニケーションでの文化差の問題を

解消するために, 私たちは画像特徴ベクトルの類

似度に基づく手法を提案してきた. 問題点として, 

ノイズ画像が含まれる可能性があるため, 異常値

検出を用いてノイズデータに影響を受けない文

化差検出手法を提案してきた. その結果, 異常値

検出を用いた手法では, Accuracyが 6割程度であ

った. 今後の改善として, ノイズ画像が含まれな

い場合には加重平均ではなく, 単純平均を用いる

ことで更なる Accuracyの向上を図る.  
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